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中国旅行業界の果たすべき役割と可能性
松 園 俊 志’
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は じめ に
中国が観光大国であることは言わずもがなであるが、但しそれは、インバウンド（訪中外国人旅
行）と中国人国内旅行に関してのことで、アウトバウンド（中国人海外旅行）は、これから徐々に
増加していくはずである。既に筆者は昨年9 月、パリの近郊ベルサイユ宮殿の観光バス駐車場やエッ
フェル塔の駐車場に多量の中国人海外旅行の団体を目にした。中国人海外旅行者数は、2002年度実
績で1,600万人（香港・マカオを含む）が楽しむ状況ができた。我が国でも中国人訪日旅行の潜在的
可能性を期待してビジット・ジャパン・キャンペーン（VJC ）を始めている。当初5 つのキャンペー
ン対象国（米国・韓国・台湾・香港・中国）1）を決めていたが、その大きな目的は中国人訪日旅行者
の拡大である。中国の旅行業界の現況は、我が国の旅行産業史の40年前の状況と酷似している。我
が国の旅行業界がインバウンドからアウトバウンドにシフトし始めた時期である。観光市場はイン
バウンド、アウトバウンドと国内旅行市場の相互が影響しあうし、そのことが旅行産業の基盤を高
めていくことになる。この視点から中国旅行業界が今後どの様な軌跡をたどるのか、現状を分析し
ながら展望してみる。
1 。 世界 の 観 光 に 占め る北 東 ア ジ アの 存 在基 盤 と中 国 の課題
世界観光機関（WTO ）の予測によると、2003年全世界の外国旅行者数約7 億人が2020年には約16
億人まで増加するとしている。その地域別占有率を見ると、欧州が45.9% 、南北アメリカ10.10/で、
中国を含む束アジア太平洋が25.4% になる予定である。中でも束アジア太平洋地域の増加率は高く、2000
年から2010年にかけて年平均増加率は-7.qO/もの伸び率を予測している。また2020年の時点で中
国は、インバウンド客約1 億3 千万人を受け入れて世界一の「インバウンド大国」になるし、中国
人海外旅行客を1 億人送り出し「アウトバウンド大国」で世界の4 番目送り出し国になる。2008
年北京オリンピックと2010年上海万国博覧会にあわせて高速鉄道・高速道路網の開設や上海
浦束新国際空港をはじめ主要都市空港の拡充等のインフラ整備は、中国観光市場の急激な成長をも
たらす事は違いない。宿泊産業は、インバウンド優先の政策のため外資の導入、合弁企業を早くか
ら承認していたので、5星級のホテルを北京、上海を始め主要大都市に建設がっづき、客室数の急激
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な増加は目を見張るものがある。航空会社も国営一社態勢を再編して、我が国にも五つの航空会社
が就航している。中国国家民航総局によると今後5 年間に毎年100機のペースで旅客機を就航させる
方針だそうである。旅行業界も中国国際旅行社の民営化とともに、地方分社の独立と中小旅行社の
集団化で1:万3,500社を数えるまで増加した。これらを視ると急激なハードインフラの導入で対応し
ようとしていることがわかるが、果たしてこれだけで問題が解決できるかである。観光産業は、「お
客様」を接遇する事によって始めて成立する産業で、製造業のように生産施設や流通経路を整えれ
ば成功するわけではない。人材、情報ネットワーク、教育、広告・宣伝プロモーション、予約管理
システム、経営管理システム、法律規制、消費者保護、出入国規制等のソフトインフラが成立しな
ければ成果を得ることは不可能である。
2. 中国 経 済 の動 向 と社会 的 環 境
中国経済は、2000年からSARS や洪水と厳しいマイナス要因に見舞われたが、過去5 年の実績で9.5
％という驚異的成長ペースを維持してきた。経済の加熱は負の遺産も創り出してきた。貧富の格
差は深刻で北京、上海の大都市や広東省の沿岸部都市住民と山間部の貴州省の農村部住民と収入比
較をすると12倍以上の収入格差が生じている。農村部では土地収用を廻って住民暴動が急増してい
る。環境破壊も沿岸部から内陸部まで広がり、昨年の黒竜江省のアムール川沿いの工場廃液問題は、
深刻な被害をもたらした。昨年調査に出かけた黒龍江省ハルビンの冬は、自動車の排気ガスと暖房
に石炭を使い日中でもどんよりとスモッグに覆われている。資源浪費型で環境破壊型の社会が続く
はずがない。2006年3 月の全国人民代表大会では、これらの問題に対処するために「国民経済と社
会発展の第11次5 ヵ年計画（06～10年）」が承認され、収入格差、環境に配慮して7.5％の成長目標と2.0%
の抑え目の設定となった。エネルギー政策も省エネに配慮し、2010年までにGDP あたりのエ
ネルギー消費量を20％削減する目標となっている。しかし7.CO/の成長が持続すると「2020年に日本
経済を追い越す」という予測は現実性のある数値になる。好調な経済の結果、都市住民の消費性向
は旺盛で2003年度の平均可処分所得は8,472元になり、2002年より9 ％の増加となっている。持続的
な可処分所得の向上は、消費構造の変化をもたらしている。家電、自家用自動車等の耐久消費財の
急激な普及が進んできており、我が国の1960年代の高度成長期と相似している。我が国で海外旅行
の自由化がおこなわれたのが1964年であり、東京オリンピックが開催され、1970年に大阪万博 も催
行された。中国人海外旅行者が1,600万人を数えるのは当然であり、2003年6 月に中国政府の為替緩
和政策が行われ、持ち出し外貨枠は、2,000ドルから5,000ドルヘ引き上げられた。香港に旅行する場
合は、外貨の持ち出し制限を取りやめている。2003年度で総人口のlO％以上（1 億3 千万人以上）は
年収3,000ドルを超えており、特に上海市・広州市の住民の平均年収は4,500ドルを超えている。海外
旅行自由化から暫くは、日本人海外旅行者がお土産を大量に持ち帰っていたことを考えると中国で
も同様の現象が続くことになるであろう。
一方労働環境も改善され、1995年以来労働時間の大幅な短縮が進められ、一日8 時間労働・週40
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時間制で、週休2 日が保証されている。また5 月の労働節一週間、10月の国慶節一週間の連続休暇
が認められた。有給休暇制度（在職1 年以上適用）も導入されたが全国一律の統一されたルールで
はなく、企業間格差を認めた制度である。労働時間の短縮は、時間消費型の観光市場に中国の人々
が参加できる環境は十分に整ってきた。
O 当初の5 力国に追加して英国、フランス、ドイツ、カナダ、オーストラリア、タイ、シンガポール、12力国2
）「エコノミスト」沈 才杉2004 年2 月17日
3 。 イ ンバ ウ ン ド偏 重 が中 国 旅 行産 業 界 に も たら す もの
社会主義国家 として発展してきた中国は、1978年の改革・開放までは国境線を閉鎖していて、友
好団体として認められた者だけが入国できる時代が続いた。我が国の戦後期と同様に、中国も経済
的に復興するために国境線を開放し、外貨獲得・雇用増加のためインバウンド振興に励むことにな
る。このような時代経過も約40年の違いはあるが相似している。中国は観光客受入国として10年前
で世界12位であったのが、現在は世界5 位（2003年）のインバウンド大国になっている。しかしお
客様を接遇しているという価値観を忘れてしまい、改革・開放以前時代の官僚主義的悪弊がいまだ
見受けられる。また香港の中国への返還を期に香港型観光産業スタイルを導入しているのかも知れ
ないが、土産物屋に行くとお客の購買意欲を紡ぎ出すのではなく、ノルマがあるのか土産物を購入
するまでお客と密着して離れない。中国の有名各大学の旅館学院で教育を受けた観光産業の幹部は、
観光心理学の知識を得てホスピタリティーの必要性を理解していると思われるが、社会主義経済社
会の旧弊がまだ残っている現業のスタッフにまでは届いていないようである。外国人観光客が滞在
する5 星級ホテルのレ ストランの従業員の英語適応能力もいまだに満足できる環境になっていな
い。調査に行った大学のシラバスを調べてみてもインバウンド振興のための国内・海外ガイド養成
教育が中心を占めていて、海外地理や外国語の科目はあるが、アウトバウンドのための教育分野が
まだ少ないようである。外国人が宿泊するホテルの客室でインターネットが利用できると謳ってい
ながら、対応できるのはウィンドウズ環境のみでアップル機器のメール環境は利用できないという
場面に遭遇した。
歴史的・文化的にも観光資源に恵まれており、世界遺産は30ヶ所もの登録を得ている。北京、上
海、西安、南京、洛陽、杭州と思い浮かべるだけでも悠久の歴史と文化に彩られた古都も沢山ある。
シルクロードの西域や九襄溝、黄龍などの自然と豊富な観光資源に恵まれている。しかしこれらの
観光資源に安心して努力を怠ると、観光客受け入れ国世界一の地位を守ることできなくなる可能性
がでてくる。観光客の満足度は、観光資源の豊富さだけではない。滞在時間の長い航空会社、ホテ
ルの接遇態度やアメニティー快適度が評価につながることが多い。このことは、人事教育、情報シ
ステム、経営管理システム、手配オペラーションの確実性、ホスピタリティー精神などのソフトイ
ンフラの確立が重要な要件である事を意味している。またインバウンドの振興を図るには、アウト
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バウンド業務に精通して、海外での観光産業の接遇レベル、快適度を味あうことが必要になる。日
本を含め欧米先進国では国内旅行だけでなくアウトバウンドの海外旅行ですらFIT 化が進み、旅行
産業は団体旅行のようにオペレーションを効率よく管理できない面が増加してきている。当然中国
の旅行業界もFIT 化の波を覚悟してオペレーションシステムを創る必要がある。
4 。 中国 旅 行業 にソ フ トイ ンフ ラ 構築 の必 要 性
日本の旅行業界は、中国旅行の契約意識や手配オペレーションの不確実性を取り上げることが多
い。これは中国の旅行産業界に統一された情報システムがまだ構築できていないことが大きいし、
航空会社を含め交通産業の時間管理システムが確立されていないことに原因がある。定時性が保証
されなければ、旅程を管理することは不可能になる。広大な中国で交通機関の定時性が保証されな
いと、日本人旅行客のように4 日から5 日の短期間旅行が多い場合、旅行日程にも余裕が無く旅行
自体を断念しなければならないことが出てくる。近年、日本人の海外旅行は間際出発が多くなって
きており、手配オペレーションが確実に保証できるシステムが無ければ旅行会社も躊躇することに
なる。我が国では、航空業界と旅行業界のオンラインの共通システム（GDS ）が普及しており、手
配の確実性を保証する旅行業界の汎用性のシステムとなっている。海外旅行には緊急性を求められ
ることも多数発生する。急病にかかる旅行者も出てくるし、事故・事件に遭い警察や保険会社との
連絡を取らなければならない場合もでてくる。緊急に対応できるシステムが無ければ安心できない。
中国国内を統一した危機管理対応システムの構築が求められる。安全性は旅行産業にとって使命を
決する重要用件である。
中国国民の海外旅行熱は急激な成長を見せておりで、香港・マカオの旅行を含むが2002年度で1,600
万人に上っている。しかし中国の旅行会社のアウトバンドのシステムは、問題点が大きい。中
国人が海外旅行に出かける場合の情報は、既存の新聞メディアの広告欄に頼っており、価格、目的
地、食事回数の内容だけの3 行広告である。旅行商品の品質保証という理念ができていない。興味
を持った旅行者はツアー内容を確認するため、旅行会社に足を運ぶことで初めて旅行のパンフレッ
トを手にすることになる。IT ネット社会で問題を起こしているFishing と同様のシステムに見えて
くる。近年中国の旅行会社間価格競争が激しく、ダンピングされた価格に単純に反応して参加して、
現地で施設の入場料等を旅行参加者から集めているようなツアーも存在する。中国にも我が国の旅
行業法と同様の法律は存在するが、消費者保護を行いなさいという理念のみであり、我が国のよう
な個別の規制は存在しない。本来は、中国旅行業界の主導により旅行業約款の制定が必要であり、
消費者の保護を個別の条件に対応させるべきである。中国人の海外旅行はまだ複数の国々を転々と
廻る「周遊型パッケージツアー」が主流である。訪日中国人旅行者があまり増加しないのは、ヨー
ロッパ旅行と比較すると訪日旅行はモノデストネーションであり、中国人は訪問した国の数を競い
合っている状況である。日本を含め欧米先進国は、大量に増加する旅行客に対応するために海外旅
行の商品化、ブランド化により旅行者に対して旅程保証を行ってきた。中国のこれからの急増する
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海外旅行者に対応するためには、日本の旅行業界 は中国旅行業界に提携協力していくことが望 まれ
る。中国政府 もやっ と外資の旅行会社を認 めるようになってきており、JAL 、JTB は現地法人を立ち
上げている。一 方 汀 環境の進展で北京、上海、広州の大都市では、Web で航空券や宿泊予約を手配
する欧米並みの中国人 も並存しているこ とも見逃せない。
5 。 結 論
中国の旅行業界は歴史的必然から、インバウンドと中国人国内旅行に偏重したビジネスを続けて
きた。中国は経済発展過渡期であり、インバウンド振興による外貨獲得が至上命題であった。しか
し旅行業界の発展のためには、アウトバウンド・旅行ビジネスの発展、両立が必要である。我が国
においてもアウトバウンドのビジネスモデル（海外パッケージ・ツアー）の大量発生が、海外旅行
の質を高め、国内旅行のツアー・モデル向上に寄与した。大量に発生する海外旅行客の安全管理や
旅行業の機能分化ももたらし、我が国の旅行業界の発展を促進した。英国のエクセタ大学アラン・E
・ウィリアム教授が海外旅行市場に急激に参加してくる中国人海外旅行者等やブリッグス諸国の
海外旅行者をどの様にして安定的に海外旅行市場に参画させるか重要な課題であると述べていたこ
とが重要である。13億の人口を抱える中国が安定的に海外旅行市場に参入してこなければ、観光公
害が発生するし、異文化間の軋蝶を撒き散らすことになる。我が国の観光産業も過度の需要の予測
や、過剰な設備投資をバブル期に行い自然・文化環境破壊を行い観光公害を撒き散らした。キャリ
ング・キャパシティを考慮しない観光産業は、世界市場に受け入れられるはずがない。
我が国も高度成長期に海外旅行市場を解禁して、インバウンドと国内旅行市場からシフトして、
国民の海外旅行需要（アウトバウンド）に応える政策を取った。この時に欧米の旅行業のビジネス・
モデルを研究し、急激に増加する海外旅行需要に適応するビジネスを構築した。この点から欧米の
旅行ビジネス・モデルより、日本型旅行ビジネス・モデルのほうが中国の旅行業の将来に対応でき
ると思われる。中国の旅行業界もソフトインフラの構築なくして、今後多量に発生する旅行者の量
的拡大に対応できないであろう。この点からも日中両国の旅行業界の協力が重要であり、ソフトラ
ンディングするための提携が必要である。
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RolesandPossibilitiesthatChinaTravelIndustryshouldhave
ShunsiMATSUZONO
Summary
ThetravelindustryinChinaisoveremphasizingtheinboundbusiness.The
growthofChineseeconomyinventsthewealthgap-Theexpansionofthedemand
oftheoverseatripofthepeopleinChinesecoastpartissteeplygrowing.The
developmentofthetravelingabroadbusinessleadstheChinatravelindustry ・However,itisnecessarytoenhanceasoft-infrastructureoftheChinatravelindustryforthat.
キーワード：インバウンド、アウトバウンド、ソフトインフラ、労働環境
